令和8年度農地利用効率化等支援事業（融資主体支援タイプ）要望申込書

	氏　　名
	
	電話番号
	

	住　　所
	




１　対象者・補助額
	対象者
	補助額

	地域計画の目標地図に位置付けられた者が、融資を受けて、経営改善の取組に必要な農業用機械・施設を導入する場合に支援。
	上限：個人・法人問わず　300万円
【融資の活用が条件】


　※補助額は①事業費の3/10、②融資額　③事業費-融資額-地方公共団体等による助成額のいずれか低い額です。

2　対象者概要
	目標地図に位置付けられた者の区分
	地域計画実施地区

	□認定農業者　□認定就農者　□集落営農組織
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
	□東部　□大深内　□深持　□藤坂
□六日町　□伝法寺　□四和
□三本木　□切田　□十和田湖

	主な作目体系
	現在の経営面積

	□水稲　□にんにく　□ながいも　□ねぎ　□ごぼう
□その他穀物類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他作物　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	　　　　　　ha

	税務申告書
	以前に利用している補助事業
（あれば記載）

	□青色申告
□白色申告
	□本則課税
□簡易課税
□免除
	



3　導入機械の取得時期等
　　導入する機械とその使用、取得時期、金額（概算）を記入してください。
	機械・施設の名称
	能力・規模・仕様等
	取得（契約予定）時期
	見積もり金額（税抜き）

	
	


	令和　　年　　月　　日
	円

	
	


	令和　　年　　月　　日
	円

	
	


	令和　　年　　月　　日
	円

	
	


	令和　　年　　月　　日
	円


※事業費が整備内容ごとに50万円以上であることが必要です。
※既存の機械を所有している場合は併せて記入願います。

4　資金概要
　　融資を受ける金融機関、融資名、融資額、償還年数、借入予定年月日を記入してください。
	金融機関名
	融資名
	融資額
	償還年数
	借入予定年月日

	
	
	円
	年
	令和　　年　　月　　日




[bookmark: _GoBack]5　目標設定
（１）必須目標
　　必須目標は令和7年分の税申告から計算して記入してください。また、今後の営農計画等から判断し、３年間でどの程度増加できるかを記入してください。
	必須目標
	現状
	目標
	備考

	
	令和７年分
	令和８年分
	令和９年分
	令和10年分
	

	付加価値額の拡大
	円
	円
	円
	円
	　付加価値額（収入総額から費用総額を控除した額に人件費を加算した額をいう。）の拡大に取り組む。

	
	収入総額
	円
	円
	円
	円
	

	
	費用総額
	円
	円
	円
	円
	

	
	人件費
	円
	円
	円
	円
	



（２）選択目標
　　下表①～③から、必ず１つ以上目標を選択してください。
	選択
	選択目標
	現状
	目標
	備考

	
	
	令和７年分
	令和８年分
	令和９年分
	令和１０年分
	

	
	①農産物の価値向上
	円
	円
	円
	円
	新品種の導入、栽培管理技術の改善等による農産物の品質の向上、加工や契約栽培等の新たな販売方式の導入等により農産物の価値向上に取り組む。
または、輸出（他の事業者との連携を含む）、異分野の事業者との連携等により農産物の新たな市場の開拓等に取り組む。

	
	②単位面積当たり収量の増加
	kg/ha
	kg/ha
	kg/ha
	kg/ha
	　新品種の導入、栽培管理技術の改善等による単位面積当たりの収量の増加に取り組む。

	
	③経営コストの削減
	
	
	
	
	　栽培管理技術の改善、作業の効率化、生産資材の効率利用等により経営コスト（農産物の生産・流通その他経営に係るコストを含む。）の縮減に取り組む。



（３）事業関連取組目標
　　下表④～⑥のうち該当する目標があれば選択してください。
	選択
	選択目標
	現状
	目標
	備考

	
	
	令和７年分
	令和８年分
	令和９年分
	令和１０年分
	

	
	④経営面積の拡大
	      ha
	ha
	ha
	ha
	　利用権の設定等又は農作業の受託をして現状より経営面積の拡大を行う。

	
	⑤労働時間の縮減
	時間
	時間
	時間
	時間
	栽培・管理技術の改善、作業の効率化等により、農作業の一部または全部の労働時間の削減に取り組む。

	
	⑥経営管理の高度化
	
	
	
	
	ア 農業経営の法人化を行う。
イ 青色申告承認申請書を提出し、青色申告を行う。
ウ 有機JASの認証を受ける。











6　ポイント算定評
　　ポイント算定のため、以下の設問に回答してください。
	　　項目
	設問
	回答

	共通
	①経営面積の拡大
	農地中間管理機構から賃貸借権等の設定を受けている。
	はい／いいえ

	
	②労働時間の縮減
	栽培技術等の改善、作業の効率化等による農作業の一部または全部の労働時間について、目標年度までに縮減する。
	はい／いいえ

	
	②農産物の価値向上
	事業実施前3年度内に新品種の導入、栽培管理技術の改善、新たな加工または販売の取組等により、農産物の価値の向上等に取り組んでいる。
	はい／いいえ

	
	
	有機JASの認証を受けている、または今後受ける。
	はい／いいえ

	
	③経営管理の高度化
	現在、法人化しているか、目標年度までに法人化する。
	はい／いいえ

	
	
	GLOBALG.A.P、またはASIAGAPの認証を取得している。
	はい／いいえ

	
	
	青色申告を行っている、または目標年度までに行うこととしている。
	はい／いいえ

	
	
	農業版事業継続計画（BCP）を策定している。
	はい／いいえ

	
	
	有機JASの認証を受けているまたは目標年度までに認証を受けている面積を拡大する。（新規で認証を受ける場合も含む。）
	はい／いいえ

	
	③農業経営の複合化
	土地利用型作物の生産、園芸作物生産などを組み合わせ、複合的に経営を展開している。
	はい／いいえ

	
	
	品目転換について、事業実施前3年度内に経営面積又は農産物売上高の3割以上の品目転換を行っている又は目標年度までに行うこととしている。
	はい／いいえ

	
	④新規就農
	事業実施年度に就農、または就農後5年度以内である(認定新規就農者対象)。
	はい／いいえ

	
	
	上が「はい」である場合、50歳までに就農した。
	はい／いいえ

	

	

	共通
	⑤農業者の育成
	農業研修生を受け入れている。（外国人技能実習制度に基づく者を除く。）
	はい／いいえ

	
	
	受け入れた研修生が過去5年以内に研修を終了して独立し、認定就農者または認定農業者となった実績がある。
	はい／いいえ

	
	⑥女性の取組
	女性農業者である。
	はい／いいえ

	
	
	代表者が女性であるか、役員若しくは構成員のうち女性が過半を占める法人又は任意組織である。
	はい／いいえ

	
	
	法人又は任意組織であって、部門間で区分経理を行っている場合に女性が当該部門の責任者である。
	はい／いいえ

	
	⑦輸出の取組
	助成対象者または助成対象者が所属する団体等が策定した輸出事業計画の認定がされており、導入する機械等がその計画の取組内容に関連するものである。
	はい／いいえ



